立命館大学国際言語文化研究所／ジェンダー・スタディーズ研究会 主催
格差拡大社会とグローバリズム
＜　プログラム　＞
第2回　格差社会と文学1 ─ 桐野夏生を読む
14：00～14：15 　　挨拶 中川成美
14：15～14：45　　 種田和加子 報告　　　　　 　　 （30分）
14：50～15：20　　 金子幸代 報告　　　　　　 　　 （30分）
15：25～15：55　　 四方朱子 報告　　　　　　　　  （30分）
15：55～16：15　　 コメント　　　　　　　　　　　 （20分）
16：15～16：25　　 休憩　　　　　　　　　　　　　 （10分）
16：25～17：15　　 討論および質疑応答　　　　　　 （50分）
第3回　格差社会に憲法はなにを言うことができるのか？ 
─「 生存権」をめぐる対話
15：00～15：15 　　挨拶 中川成美／司会者挨拶　岡野八代
15：15～15：55　　 笹沼弘志 報告　　　　　 　  　 （40分）

16：00～16：40　　 遠藤美奈 報告　　　　　　　　  （40分）
16：40～17：00　　 コメント　　　　　　　　　　　 （40分）
17：00～17：10　　 休憩　　　　　　　　　　　　　 （10分）
17：10～18：00　　 討論および質疑応答　　　　　　 （50分）
第4回　格差社会と文学2 ─ 弱きものとしての子供
16：00～16：10 　　挨拶 中川成美
16：10～16：40　　 菅聡子 報告　　　　　　　 　　 （30分）

16：45～17：15　　 林相珉 報告　　　　　　　 　　 （30分）
17：20～17：50　　 鳥木圭太 報告　　　　　　　　  （30分）
17：50～18：10　　 コメント　　　　　　　　　　　 （20分）
18：10～18：20　　 休憩　　　　　　　　　　　　　 （10分）
18：20～19：10　　 討論および質疑応答　　　　　　 （50分）

＜　各回趣旨　＞
第2回　格差社会と文学1 ─ 桐野夏生を読む

グローバリズムにともなう貧困格差の問題は、世界を深刻な状況へと導き、特に2001年9・11以降、社会格差はおそろしい勢いで拡大している。日本もまたこの例外ではなく、暗澹とした未来の予測に根差した不可思議な事件が次々に勃発している。桐野夏生はこの現代日本においてそうした現実の事件を、文学的なテクストに変換し続けているもっとも果敢な作家の一人である評価に異論を唱える人は少ないであろう。初期作品から、一貫して高度に管理化された現代社会のひずみを追及してきた彼女が『アウト』（1997年）では夜間の弁当工場に勤める主婦たちを登場人物にして、その根底に介在する人間疎外と排除の問題を見事に描いた。

『グロテスク』（2003年）以降、桐野が繰り返し描く現代社会の戯画にも似た異様な対他関係のドラマは、実は社会に蔓延する人間存在への尊敬なき扱いへの抵抗ともとれるのである。『メタボラ』（2007年）で正面から現代の不安定雇用の問題を追及したことは、明らかに労働が既に人間存在の基本的な命題という幻想を離れ、労働の神聖化に惹起する社会矛盾を起こしていることを私たちに証明したのである。また『魂萌え』（2005年）では労働という空間からリタイアした老年層が作り上げる労働の対価としての安逸が、いかに脆弱な基盤の上に築かれているかに言及した。

今回、『グロテスク』、『魂萌え』、『メタボラ』の三作品をとりあげ、その中に描かれる格差拡大社会の中心的な問題点を抽出して、現代の新しい階級化と植民地化、そしてジェンダー概念の固定化という様々なトピックにわたって検討をくわえていきたいと考えている。質疑への積極的な参加を含めて、多くの方たちのご参集を期待したい。
第3回　格差社会に憲法はなにを言うことができるのか？ ─ 「生存権」をめぐる対話
現在、労働市場のグローバリズム、新自由主義的な政治潮流のなかで、ひとが企業経営のコスト、生産のための資材であるかのように扱われたり、社会保障費が全体社会の重荷のように考えられたりするようになり、ただ生きることさえ困難な事態が生じている。いわゆる雇用破壊・労働ダンピングは、ひとがひととして生きる権利さえも破壊しているようである。

　他方で、日本国憲法では、25条において「すべての国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と宣言されており、少なくとも日本に生きる日本国民は、政府にたいして文化的な生活水準を保てるような社会政策を要請できるようにも思える。国家の基本構造を定めた憲法に反するような経済政策・社会保障政策を政府がとることなど、あってはならないのではないか。

　本シンポジウムでは、日本で生きるわたしたちにとって、国家と対峙するさいの切り札でありながら、身近な生活実感から縁遠く感じてしまう現行憲法の可能性と限界をめぐって、憲法の専門家であり、とりわけ25条に着目しながら研究されてきた笹沼弘志さんと遠藤美奈さんから報告していただく。ホームレス状態にあるひとびとの現実を見据えながら、憲法のあるべき姿を説き続ける笹沼さんと、現行の生活保護行政に厳しい目を向けながら、25条の意義を再構想しようとしてきた遠藤さんとの対話が、そもそも憲法において、ひとが「ひととして」生きることはどのように捉えられてきたのか、あるいは、「生存権」という権利の根源にはどのような可能性が拓かれているのか、について考える契機となるよう、本シンポジウムは企画された。

「最低限度の生活」を保障した25条がじつは、生きる希望を見いだせる社会を構想しうる未来への可能性を秘めていることにひとりひとりが気づき、そして憲法に描かれた精神を市民の手に取り戻せるような、そうしたシンポジウムとなれば幸いである。

第4回　格差社会と文学2 ─ 弱きものとしての子供
格差社会での大きな問題点の一つに子供の生活という問題がある。「貧困」は直接的に児童たちの健康や教育、社会的行動に影響を与え、生涯にわたる傷をうえつけていく。世界中で増大するストリート・チルドレンや飢えによる幼児死亡の事例は私たちの日々のニュースにことなげもなく挿入され、テレビではその実際の映像が繰り返し放送されている。生産力をもたない無辜の子供たちが家庭の「貧困」によって被る被害は、本来国家や地域社会によって最小にとどめられるべきであるが、そのような理想はまったく画餅であるかのように無視され、現実に子供たちは被害を受け続けている。そして、最大の悲惨は彼らにはその運命に抗ういかなる手段や方法ももたずに、その状況を受け入れなければならない、「無力」というすさまじい暴力のなかにあることだ。
これまで日本の近現代文学も多くの子供たちの苦難を描写してきた。明治期の都市細民の生活を活写した樋口一葉は親の貧しさの犠牲となっていく子供たちの物語を書いた。大正期に親の無謀な生活設計で小学校すらやめざるを得なかった自身の少女時代を佐多稲子は『キャラメル工場から』（1928年）という珠玉のプロレタリア小説に凝縮した。また、戦後のエネルギー政策の変換にともなう労働条件の劣化によってより貧困へとたたきつけられた在日家族の記録を10歳の少女、安本末子は『にあんちゃん』という作品に結晶させ、早船ちよは川口の労働者家族を『キューポラのある町』（1961年）という物語に映し出した。どちらも今村昌平、浦山桐郎によってすぐれた映画になり、多くの観客を集めた。
いま、田村裕『ホームレス中学生』（2007年）をひくまでもなく、実はこの児童をめぐる貧困と格差の問題は持続して存在する。そのことが見えにくい状況も一方に進行しているのだが、可視化されるものだけでなく、潜在的にこの問題を引き延ばし続ける近代の問題についても考えていけたらと考えている。



本講座報告原稿からの引用・転載を禁止いたします。


なお、無断で使用された場合、法的措置が執られる場合がありますので、ご注意ください。








